
四
六
判
・
並
製

各
巻
平
均
三
五
四
頁

オ
ン
デ
マ
ン
ド
新
装
版

全
18
巻

別
巻
1

第
12
巻
信
心
銘
拈
提
講
話
（
中
） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
五
〇
〇
円

第
13
巻
信
心
銘
拈
提
講
話
（
下
）・
傘
松
道
詠
講
話 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
五
〇
〇
円

第
14
巻
宝
鏡
三
昧
吹
唱
講
話 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  

三
七
〇
〇
円

第
15
巻
正
法
眼
蔵
行
持
講
話
（
承
前
）

光
明
蔵
三
昧
講
話
　
　
　  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
六
〇
〇
円

第
16
巻
観
音
経
講
話
・
如
来
寿
量
品
提
唱
・
坐
禅
聞
法 ・ ・ ・ ・ ・

三
六
〇
〇
円

第
17
巻
正
法
眼
蔵
講
話
5
（
菩
提
薩
埵
四
摂
法
・
八
大
人
覚
）

洞
上
句
中
玄
講
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　  ・ ・ ・ ・ ・

三
五
〇
〇
円

第
18
巻
正
法
限
蔵
講
話
6（
弁
道
話
）・
日
々
是
好
日 ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
〇
〇
〇
円

別
巻
1
雲
水
興
道
一
代
記

（
老
師
の
こ
と
ば
・
老
師
の
思
い
出
／
口
絵
＝
墨
蹟
・
遺
影
）

 ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
九
〇
〇
円

◆
セ
ッ
ト
価
格
六
七
〇
〇
〇
円
（
税
別
・
送
料
無
料
）

分
売
可
（
送
料
二
一
〇
円
）

※
商
品
の
お
届
け
に
は
、
一
ヵ
月
ほ
ど
い
た
だ
き
ま
す
。

坐
禅
一
筋
に
生
涯
を
貫
い
た
昭
和
の
偉
大
な
禅
僧
・

澤
木
興
道
老
師
。
難
解
な
言
葉
を
一
切
排
し
、

道
元
禅
の
真
髄
を
語
り
か
け
る
講
話
集
！

澤
木
興
道
全
集

第
1
巻
証
道
歌
を
語
る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
六
〇
〇
円

第
2
巻
禅
談 

・
普
勧
坐
禅
儀
抄
話 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
五
〇
〇
円

第
3
巻
学
道
用
心
集
講
話
・
永
平
家
訓
抄
話 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
五
〇
〇
円

第
4
巻
大
智
禅
師
偈
頌
講
話
・
大
智
禅
師
法
語
提
唱 ・ ・ ・ ・ ・

三
五
〇
〇
円

第
5
巻
道
元
禅
師
偈
頌
講
話

大
智
禅
師
十
二
時
法
語
提
唱 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
　三
四
〇
〇
円

第
6
巻
正
法
眼
蔵
講
話
1（
袈
裟
功
徳
・
伝
衣
）

 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
七
〇
〇
円

第
7
巻
正
法
眼
蔵
講
話
2（
谿
声
山
色
・
法
華
転
法
華
）

永
平
広
録
抄
話
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　  ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
四
〇
〇
円

第
8
巻
正
法
眼
蔵
講
話
3（
坐
禅
箴
・
仏
向
上
事
・
恁
麼
） ・ ・ ・ ・ ・

三
五
〇
〇
円

第
9
巻
正
法
眼
蔵
講
話
4（
行
持
） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
六
〇
〇
円

第
10
巻
禅
戒
本
義
を
語
る
・
永
平
広
録
抄
話
2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
五
〇
〇
円

第
11
巻
信
心
銘
拈
提
講
話
（
上
）

 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三
五
〇
〇
円

 【
澤
木
興
道
：
一
八
八
〇
〜
一
九
六
五
】
道
元
の
何
も
の
も

求
め
な
い
坐
禅
を
蘇
ら
せ
、
自
ら
寺
も
妻
も
持
た
ず
、

「
宿
無
し
興
道
」
と
呼
ば
れ
つ
つ
、
全
国
を
巡
っ
て
人
生

の
一
大
事
、仏
教
の
真
髄
を
ユ
ー
モ
ア
と
軽
妙
な
語
り
で

説
い
て
ま
わ
っ
た
。
そ
の
説
法
・
人
格
は
多
く
の
人
々
に

慕
わ
れ
、
多
大
な
影
響
は
今
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
。


